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宮
沢
議
員
（
公
明
党
）

　

福
祉
問
題
に
つ
い
て

　

在
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

い
る
肢
体
障
害
者
は
約
二
割
、
視

覚
障
害
者
は
約
三
割
、
こ
の
う
ち

九
十
・
五
㌫
の
人
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
利
用
に
よ
り
生
活

が
変
わ
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
視
覚
障
害
者
は
パ
ソ
コ

ン
の
不
明
な
点
の
解
決
方
法
が
非

常
に
少
な
く
困
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
サ
ポ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
市
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
は
大
変
高
価

市政に対する一般質問
市政全般にわたり１４人の議員が質問（紙面の都合により１人１点のみ要旨を掲載）
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障
害
者
へ
の　
　

図
れ
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税減免制度の　   を周知
徹底

議
会
日
誌

議
会
日
誌

本本
会会
議議
のの
概概
要要

▽　

十
二
月
二
日　

開
会
、
会
期

決
定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、

委
員
会
審
査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・

採
決
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明

▽　

十
二
月
三
日　

総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託

▽　

十
二
月
六
日
、
九
日　

一
般

質
問

▽　

十
二
月
十
日　

一
般
質
問
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託

▽　

十
二
月
二
十
日　

委
員
会
審

査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、

基
地
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告
、

追
加
議
案
上
程
・
討
論
・
採
決
、

閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
と
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
（
二
日
・
決
算
関
係
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、

木
村
正
博
（
公
明
党
）
、
武
尾
昌

子
（
無
会
派
）
、
飛
田
昭
（
市
政

ク
ラ
ブ
）、小
川
成
男（
政
和
会
）、

安
斉
昭
雄
（
自
民
明
政
会
）

　

総
括
質
疑 
（
三
日
）

　

山
本
ま
さ
る
（
政
和
会
）
、
浜

野
修
司
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
関
伴

治
（
公
明
党
）
、
中
澤
邦
雄
（
日

本
共
産
党
）

　

討
論
（
二
十
日
）

　

沖
永
明
久
（
市
民
の
党
）
、
菊

川
ユ
リ
子
（
日
本
共
産
党
）
、
大

矢
勝
彦
（
政
和
会
）

　

・
６　

第
一
回
臨
時
会
本
会
議

１１
　
　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

　
　
　
　

地
協
議
会
関
東
部
会

　
　

７　

関
東
市
議
会
議
長
会
第

　
　
　
　

一
回
理
事
会
…
茨
城
県

　
　
　
　

水
戸
市

　
　
　
　

第
十
五
回
厚
木
基
地
騒

　
　
　
　

音
対
策
協
議
会　

　
　

８　

第
一
回
臨
時
会
本
会
議

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

１１

　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　

市
民
経
済
常
任
委
員
会

１２

　
　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
第

１３

　
　
　
　

七
三
回
評
議
員
会

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

１４

　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

　
　
　
　

地
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　

市
民
経
済
常
任
委
員
会

１５

　
　
　
　

奈
良
県
広
陵
町
議
会
議

１９

　
　
　
　

員
視
察
来
庁

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

２５

　
　
　
　

石
川
県
小
松
市
議
会
行

２８

　
　
　
　

政
視
察
来
庁

　
　
　
　

廃
棄
物
処
理
対
策
委
員
会

　

・
２　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

１２
　
　

３　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

　
　

６　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

　
　

９　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　
　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

１０

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

１２

　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　

市
民
経
済
常
任
委
員
会

１３

　
　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　
　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１６

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

１８

　
　
　
　

高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

１９

　
　
　
　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

２０

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　

広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

２５

１
・　
　

広
域
大
和
斎
場
組
合
議

１７

　
　
　
　

会
視
察
…
横
浜
市
北
部

　
　
　
　

斎
場

　
　
　
　

大
阪
府
柏
原
市
議
会
議

２２

　
　
　
　

員
視
察
来
庁

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２９

　
　
　
　

県
央
八
市
議
会
議
員
合

３１

　
　
　
　

同
研
修
会
…
相
模
原
市

２
・
４　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　

行
政
視
察
…
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　

座
間
・
厚
木
基
地

　
　

６　

浜
野
議
員
外
七
名
行
政

　
　
　
　

視
察
…
沖
縄
県
沖
縄
市 

　
　
　
　

・
具
志
川
市
（
〜
８
）

　
　

７　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

　
　
　
　

地
協
議
会
総
会

　
　
　
　

広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

１３

で
、
視
覚
障
害
者
は
、
本
体
の
ほ

か
に
文
字
の
拡
大
機
や
音
声
へ
の

変
換
機
等
の
付
属
品
も
必
要
で
す
。

県
の
日
常
生
活
用
具
給
付
制
度
に

よ
り
補
助
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
が
、

地
域
格
差
が
あ
り
、
神
奈
川
県
で

は
付
属
品
の
購
入
に
金
額
が
足
り

ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
格
差
に
対
し

て
、市
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
障
害
者
の
窓
口
対
応
に
つ

い
て
で
す
が
、
人
生
の
途
中
で
障

害
者
に
な
ら
れ
た
方
は
大
変
心
細

く
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
い
て

不
安
に
陥
ら
れ
、
行
政
か
ら
の
情

報
が
大
変
必
要
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
・
各

障
害
者
団
体
の
存
在
・
ふ
れ
あ
い

通
信
等
、
障
害
者
に
情
報
が
届
く

よ
う
ど
の
よ
う
な
対
応
が
さ
れ
て

い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

市
長　

サ
ポ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
活
用
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
研
究
し
て
み
た
い
。

　

地
域
格
差
に
つ
い
て
は
、
市
も

負
担
を
協
力
し
て
い
ま
す
が
、
県

の
単
独
事
業
で
す
の
で
、
県
が
格

差
を
な
く
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
窓
口
対
応
に
つ
い
て

は
、
各
団
体
の
名
称
等
を
掲
載
し

た
「
し
お
り
」
を
窓
口
で
説
明
し

配
布
、
市
や
社
協
の
行
事
等
に
つ

い
て
は
、
広
報
ざ
ま
に
掲
載
し
、

ふ
れ
あ
い
通
信
等
の
情
報
は
、
窓

　

関　

議
員
（
公
明
党
）

　

構
造
改
革
特
区
へ
の
参
加
に
つ

い
て

　

今
、
自
治
体
は
自
助
・
自
立
す

る
大
き
な
転
機
に
来
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
国
か
ら
構
造
改
革
特
区

推
進
の
た
め
の
基
本
方
針
が
発
表

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
既
に
四
百
二

十
六
件
の
地
方
公
共
団
体
等
か
ら

構
造
改
革
特
区
の
具
体
的
な
提
案

が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
今
後
早
急
に
制
度
の
具

体
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

政
府
は
制
度
の
具
体
化
に
当
た
っ

て
踏
ま
え
る
べ
き
制
度
の
目
的
、

取
り
組
み
方
の
方
針
等
に
つ
い
て

基
本
方
針
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
等
の
自
発
的
な

立
案
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
規
制
の
特
例
を
導
入
す
る
特

定
の
区
域
を
設
け
、
そ
の
地
域
が

自
発
性
を
持
っ
て
構
造
改
革
を
進

め
る
た
め
に
構
造
改
革
特
区
を
導

入
す
れ
ば
、
特
定
の
地
域
に
お
け

る
構
造
改
革
の
成
功
事
例
を
示
す

こ
と
と
な
り
、
十
分
な
評
価
を
通

じ
全
国
的
な
構
造
改
革
へ
と
波
及

し
て
、
我
が
国
全
体
の
経
済
活
性

化
が
実
現
す
る
と
共
に
、
地
域
の

特
性
が
顕
在
化
し
、
そ
の
特
性
に

応
じ
た
産
業
の
集
積
や
新
規
産
業

の
創
出
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
当
局
の
対
応
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
長　

特
区
の
目
的
は
、
地
方

公
共
団
体
等
の
自
発
的
な
提
案
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態

に
合
わ
せ
た
規
制
の
特
例
を
導
入

す
る
特
定
の
地
域
を
設
け
て
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
容

認
事
例
も
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
内
で
も
六
自
治
体
が
参
加
を

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、現
在
、

国
に
お
い
て
も
法
律
の
成
立
が
な

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
も
あ

り
、
も
う
少
し
研
究
、
勉
強
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

沖
永
議
員
（
市
民
の
党
）

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

政
和
会
の
皆
さ
ん
は
公
立
保
育

園
の
民
営
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

を
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
現
行
の

許
認
可
制
度
の
下
で
は
労
働
条
件

の
違
い
を
除
け
ば
コ
ス
ト
格
差
は

な
い
に
等
し
い
も
の
で
す
。
公
立

保
育
園
に
も
大
き
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
私
は
政
和
会
の
皆
さ
ん

と
違
い
、
労
働
条
件
を
悪
化
さ
せ

公
的
負
担
を
減
ら
す
こ
と
で
課
題

を
解
決
で
き
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

運
営
主
体
の
問
題
よ
り
も
、
公
的

負
担
の
強
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
が
最
大
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

保
育
に
お
け
る
市
場
万
能
主
義

者
は
、
保
育
に
支
出
さ
れ
る
公
費

は
経
済
的
に
も
非
効
率
だ
と
主
張

し
ま
す
。
し
か
し
、
民
間
シ
ン
ク

タ
ン
ク
の
調
査
で
は
女
性
就
業
の

一
時
中
断
は
生
涯
所
得
の
五
割
近

く
を
失
わ
せ
て
お
り
、
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
別
に
税
と
社
会
保
険
料
の

還
元
額
を
算
出
す
る
と
、
就
業
継

続
型
の
場
合
は
総
額
三
百
二
十
三

万
円
の
保
育
へ
の
公
的
負
担
が
六

百
四
十
八
万
八
千
円
の
税
収
増
と

六
百
十
九
万
円
の
社
会
保
険
料
上

積
み
を
も
た
ら
し
、
逆
に
出
産
退

職
再
就
職
型
で
は
約
三
百
万
円
の

公
的
負
担
を
惜
し
む
こ
と
で
千
三

百
万
円
近
く
を
喪
失
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

保
育
へ
の
公
的
負
担
は
保
育
需

要
へ
の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
、
少
子

化
対
策
、
税
収
増
等
の
効
果
を
生

み
出
す
そ
ろ
ば
ん
勘
定
の
合
う
投

資
で
す
が
、
市
長
は
ど
う
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。
増
や
す
べ
き
な
の

か
、
減
ら
す
べ
き
な
の
か
、
率
直

な
所
見
を
披
露
し
て
下
さ
い
。

　

市
長　

こ
こ
ま
で
私
も
正
直
な

と
こ
ろ
勉
強
は
し
て
い
な
い
訳
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
勉
強
を
深
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
そ
ん
な

率
直
な
感
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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制
度
に
市
単
独
補
助
を

　

柏
木
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

福
祉
行
政
に
つ
い
て

　

障
害
者
支
援
費
の
仮
の
単
価
が

九
月
十
二
日
厚
生
労
働
省
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
の
で
六
月
に
引
き
続

き
質
問
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
措
置
制
度
の
下
で
障

　

岡
田
議
員
（
市
民
の
党
）

　

市
税
の
収
納
状
況
に
つ
い
て

　

現
在
の
経
済
状
況
下
に
お
け
る

市
民
の
廃
業
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
が

影
響
し
て
、
税
の
未
収
入
額
や
不

納
欠
損
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

市
税
条
例
で
は
、
そ
の
よ
う
な
境

遇
の
人
の
た
め
に
、
税
の
減
免
制

度
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
の
制
度
の
周
知
徹

底
に
努
め
、
経
済
的
に
苦

し
い
状
況
の
人
に
、
よ
り

減
免
制
度
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
、
税
負
担
を
低
く

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
の
で
す
が
、
私
の
考
え

に
対
す
る
所
見
と
具
体
的

に
申
請
と
適
用
が
そ
れ
ぞ

れ
何
件
あ
っ
た
の
か
お
示

し
く
だ
さ
い
。

　

市
長　

私
ど
も
と
し
て

は
、
課
税
に
関
し
て
は
厳
格
に
厳

正
に
公
平
性
を
帰
す
べ
き
対
応
を

進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
立
場
で

し
て
、
ま
ず
は
、
窓
口
へ
来
て
相

談
を
し
て
い
た
だ
け
ば
、
軽
減
等

の
考
え
方
を
持
つ
べ
き
問
題
も
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
そ

う
い
う
ケ
ー
ス
の
中
で
判
断
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
環
境
部
長　

市
民
税
に
係

る
減
免
に
つ
い
て
、
条
例
第
十
九

条
第
一
項
の
三
号
と
六
号
の
過
去

三
年
の
申
請
、
適
用
と
い
っ
た
実

績
は
ゼ
ロ
件
で
す
。

　

再
質
問　

失
業
な
ど
で
収
入
が

無
く
な
っ
た
場
合
、
市
民
税

を
減
免
す
る
と
規
定
さ
れ
な

が
ら
、
過
去
そ
の
適
用
が
ゼ

ロ
件
と
い
う
の
は
不
自
然
な

数
字
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
窓
口
で
減
免
制
度
の
説
明

を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

高
度
に
政
治
的
な
理
由
で

作
為
的
な
意
思
が
働
い
て
い

る
か
、
偉
大
な
る
市
長
様
の

預
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、

一
部
の
英
雄
主
義
、
盲
動
主

義
の
職
員
が
窓
口
で
こ
の
制

度
を
利
用
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
、
ど
ち
ら
か
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

　

市
長　

岡
田
議
員
と
し
て
は
積

極
的
に
広
報
せ
し
め
ろ
と
言
う
の

で
し
ょ
う
。
必
要
性
が
あ
る
か
な

い
か
、
し
っ
か
り
検
討
し
ま
す
。

（
三
面
へ
続
く
）
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構
造
改
革
特
区
へ
の
参　
加
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保
育
へ
の  　

は
増
や
す
べ
き

公
的

負
担

障
害
者

支
援
費


